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株式会社阪急交通社 
  

阪急交通社グループ 旅行概況(4月分)について 
  

 

2023年 4月の旅行取扱実績について、下記のとおりお知らせします。  

 
  

株式会社阪急交通社                            （単位：千円） 

区    分 取扱高 
前年 

同月取扱高 

前年 

同月比 

2019年度 

同月取扱高 

2019年度 

同月比 

 

海 外 旅 行 

 

3,155,947 33,862 9,320.0% 15,523,589 20.3% 

 

国 内 旅 行 

 

13,556,567 7,653,279 177.1% 15,057,505        90.0% 

 

訪 日 旅 行 

 

830,529 0 ― 800,136       103.8% 

 

合 計 

 

17,543,043 7,687,141 228.2%  31,381,230 55.9% 

 

【概況】                                          
  4月の営業概況は、総取扱額 175億 4,304万 3千円、2019年度同月比 55.9％となりました｡ 

海外旅行は、成田、関空、中部、福岡の各空港を中心に、中国、台湾、香港への就航再開

が次々に決定するなど、国際線の復便が進んでいます。JNTO（日本政府観光局）の発表では、

国際線定期便の回復率はコロナ前の 6 割ですが、反面 4 月の出国日本人数は 2019 年度比

34％で、訪日旅行と比べて未だ厳しい状況です。こうした中、当社では回復が進む近距離の 

アジアや、周遊型旅行の需要の高い欧州を中心に継続して募集告知を行った結果、韓国、 

台湾に加えて、運航を再開した日本発着クルーズやベトナムの集客が好転しました。しかし  

ながら、依然として個人型商品の比率が高く、海外旅行全体では、2019 年度同月比で 20.3％

と本格的な回復には至りませんでした。 

 

 



国内旅行は、感染症に関わる制限緩和や、全国旅行支援の延長など旅行需要を後押しする

環境が整いつつあります。当社においては、本格的な回復に向けて積極的な募集告知を行い

ました。テレビ通販を媒体とした全国各地の空港を発着地とする沖縄が伸長したほか、立山黒

部アルペンルート「雪の大谷」や近畿、東北の「桜」など、旬の旅や全国旅行支援の対象商品

が好調に推移しました。前年度同月比 177.1％、2019年度同月比では 90.0％となり、回復基調

が継続しています。 

 
株式会社阪急阪神ビジネストラベル   

    （単位：千円） 

区    分 取扱高 
前年 

同月取扱高 

前年 

同月比 

2019年度 

同月取扱高 

2019年度 

同月比 

海 外 旅 行 2,369,973 1,232,351 192.3%    3,561,121        66.6% 

国 内 旅 行 166,649 123,065 135.4%      224,680    74.2% 

訪 日 旅 行 9,228 0 ― 13,874         66.5% 

合 計 2,545,851 1,355,416 187.8%    3,799,677        67.0%  
※前年および 2019年度同月取扱高は、阪神トラベル・インターナショナルの取扱高を合計し、2社内取引を相殺したものです。  

【概況】                                
4月の営業概況は、総取扱額 25億 4,585万１千円、前年同月比 187.8％、2019年度比では

67.0％となりました｡  
海外旅行は、回復基調が続く中国に加えて他方面も取扱いが漸増したことで、前年同月比 

192.3%、2019年度同月比では 66.6％となり、業績の回復が進んでいます。 
国内旅行は、出張需要の回復が進み、堅調に推移しました。前年同月比 135.4％、    

2019年度同月比では 74.2％となりました。 

 

グループ２社合計取扱額 
株式会社阪急交通社 、株式会社阪急阪神ビジネストラベル                                    （単位：千円） 

区    分 取扱高 
前年 

同月取扱高 

前年 

同月比 

2019年度 

同月取扱高 

2019年度 

同月比 

海 外 旅 行 5,465,274 1,265,055 432.0%   19,071,765        28.7% 

国 内 旅 行 13,685,318 7,752,299 176.5%   15,182,187        90.1% 

訪 日 旅 行 839,757 0 ―    814,010       103.2% 

合 計 19,990,350 9,017,355 221.7%   35,067,962   57.0% 

※グループ内取引を相殺したものです。                       

 

2023 年 4 月 1 日付で、株式会社阪急阪神ビジネストラベルを存続会社とし、阪神トラベル・インター

ナショナル株式会社を消滅会社とする吸収合併を行いました。本年度より、グループ2社の合計取扱高

をお知らせします。 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

株式会社阪急交通社 広報部 

〒105-0004 東京都港区新橋 3-3-9   TEL：03-6745-7333 ／ FAX：03-6745-7351 

〒530-0001 大阪市北区梅田 2-5-25  TEL：06-4795-5711 ／ FAX：06-4795-5724 

 


